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『
古
文
孝
経
孔
氏
伝
』

偽
作
説
に
つ
い
て佐

野

大

介

『
古
文
孝
経
孔
氏
伝
』
(
以
下
、
『
孔
伝
」
と
略
称
)
は
、
孔
子
壁
中
書
で
あ
る
古
文
孝
経
に
孔
安
国
が
伝
を
附
し
た
も
の
、
と
さ
れ

(1) 

て
い
る
。
し
か
し
、
現
行
の
「
孔
伝
』
は
二
度
の
亡
侠
を
経
た
も
の
で
あ
り
、
そ
の
た
め
、
従
来
さ
ま
ざ
ま
な
『
孔
伝
』
偽
書
説
が
提

出
さ
れ
て
き
た
。
そ
こ
で
、
本
稿
で
は
『
孔
伝
』
研
究
の
基
礎
作
業
と
し
て
、
『
孔
伝
』
偽
書
説
に
つ
い
て
の
先
行
研
究
に
考
察
を
加
え
、

(
2
)
 

そ
の
成
書
年
代
に
つ
い
て
考
え
た
い
。『

孔
伝
』
偽
作
説
概
観

現
行
本
「
孔
伝
』
は
そ
の
流
伝
が
複
雑
で
あ
り
、
数
多
く
の
偽
書
説
が
あ
る
。
こ
こ
に
並
べ
て
み
る
と
、
『
漢
書
』
芸
文
志
に
記
載
さ

れ
た
「
孝
経
古
孔
氏
一
篇
」
自
体
が
後
人
の
孔
安
国
に
仮
託
し
た
偽
撰
で
あ
っ
た
と
す
る
説
、
梁
の
乱
に
亡
ぴ
て
後
、
陪
代
に
出
現
し

た
も
の
が
偽
撰
で
あ
っ
た
と
す
る
説
、

(
3
)
 

る
説
、
の
三
種
と
な
る
。
更
に
、

さ
ら
に
再
度
の
亡
侠
の
後
、

日
本
よ
り
逆
輸
入
さ
れ
た
も
の
が
日
本
人
の
偽
撰
で
あ
っ
た
と
す

一
度
偽
撰
さ
れ
た
後
、
亡
侠
を
経
て
、
再
度
偽
撰
さ
れ
た
可
能
性
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
『
孔
伝
』
偽
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撰
期
に
つ
い
て
の
説
は
数
多
く
存
在
す
る
が
、
管
見
の
及
ぶ
限
り
で
は
、
五
種
に
大
別
で
き
る
。
以
下
、
本
章
で
は
、

そ
れ
ら
を
偽
撰
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期
と
し
て
比
定
さ
れ
た
出
現
期
の
年
代
順
に
紹
介
す
る
。

な
お
、
便
宜
上
、
本
稿
に
お
い
て
は
『
漢
書
』
芸
文
志
の
記
述
よ
り
存
在
が
予
想
さ
れ
る
も
の
を
「
芸
文
志
本
」
、
陪
代
に
出
現
し
た

も
の
を
「
劉
姑
本
」
、

日
本
よ
り
逆
輸
入
さ
れ
た
も
の
を
「
太
宰
本
」
と
称
す
る
こ
と
と
す
る
。

偽
作
説
の
第
一
は
、
芸
文
志
本
自
体
に
対
す
る
偽
作
説
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
も
と
も
と
『
漢
書
』
芸
文
志
の
「
孝
経
古
孔
氏
一
篇
、

二
十
二
章
」
と
の
記
述
が
、
孔
安
国
の
伝
を
示
す
も
の
で
は
な
い
、

と
の
見
解
で
あ
る
。

清
の
康
有
為
は
、
『
新
学
偽
経
考
』
に
お
い
て
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。

這
書
自
身
(
引
用
者
注
:
:
:
『
古
文
孝
経
孔
伝
』
)
既
に
是
れ
偽
書
な
り
。
而
し
て
偽
中
又
た
偽
有
り
。
偽
本
最
も
多
く
、
他
経
に

過
ぐ
。
第
一
次
偽
古
文
本
、
漢
の
劉
怯
に
出
づ
。
第
二
次
偽
古
文
本
、
陪
の
劉
舷
に
出
づ
。
第
三
次
偽
古
文
本
、

日
本
の
太
宰
純

に
出
づ
。
(
「
重
論
経
今
古
文
学
問
題
」
『
新
学
偽
経
考
』
)

(4) 

康
有
為
は
、
芸
文
志
本
を
劉
款
の
偽
撰
と
し
、
三
度
の
出
現
期
全
て
に
別
個
の
偽
撰
者
を
想
定
し
て
い
る
。
た
だ
し
、
「
是
偽
書
」
と

の
結
論
を
述
べ
る
の
み
で
、
論
証
過
程
は
示
さ
れ
て
い
な
い
。
こ
の
点
か
ら
、
楊
家
路
氏
は
、
「
康
有
為
は
、
『
新
学
偽
経
考
』
を
撰
し

て
、
『
古
文
孝
経
』
を
劉
款
の
偽
作
と
考
え
て
い
る
が
、
無
実
の
罪
を
き
せ
る
こ
と
甚
だ
し
く
、
冷
静
な
論
で
は
な
い
の
で
、
採
用
し
な

ぃ
。
」
(
「
清
代
孝
経
学
考
(
上
)
」
『
学
粋
」
三
|

一
九
六

O
年
)
と
し
て

」
の
説
を
否
定
し
て
い
る
。

第
二
・
第
三
と
し
て
、
劉
怯
本
に
対
す
る
王
粛
偽
作
説
・
六
朝
人
偽
作
説
が
あ
る
。
清
の
丁
曇
は
、
『
孝
経
徴
文
」
所
載
の
「
日
本
古

文
孝
経
孔
伝
弁
偽
」
に
お
い
て
、
『
孔
伝
』
の
説
と
王
粛
の
説
と
が
一
致
す
る
も
の
を
五
つ
を
挙
げ
、



是
れ
に
由
り
て
之
を
観
る
に
、
其
の
粛
の
妄
作
為
る
や
、
宣
に
昭
昭
然
な
ら
ざ
ら
ん
や
。
夫
れ
、
『
孔
伝
』
と
古
文
と
合
わ
ざ
る
も

の
五
、
其
の
真
古
文
に
非
ざ
る
を
断
ず
可
し
。
王
粛
と
宛
A
口
す
る
も
の
五
、

又
其
の
粛
の
偽
撰
為
る
を
断
ず
可
し
。

と
す
る
。
ま
た
、
清
の
盛
大
士
は
、
『
孝
経
徴
文
』
序
に
お
い
て
、
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。

安
国
の
伝
を
作
る
や
、
漢
人
は
言
わ
ず
、
独
り
「
家
一
語
』

の
み
之
を
ニ

=TJ。
『
家
語
』
、
王
粛
が
偽
撰
為
り
。
而
し
て
安
田
の
『
孝

『古文孝経孔氏伝J偽作説について

経
』
に
注
す
る
や
、
『
家
一
語
』
と
暗
合
す
る
者
有
り
。
『
惰
志
』
載
す
所
の
王
粛
が
『
孝
経
解
」
久
し
う
侠
わ
れ
、
今
、
那
鳳
内
疏
中

に
見
ゆ
。
而
し
て
多
く
『
孔
伝
』
と
相
同
じ
。
是
れ
必
ず
王
粛
妄
り
に
作
り
、
孔
氏
に
仮
称
し
、
以
て
己
の
臆
見
と
互
い
に
相
い

援
証
せ
し
む
る
な
ら
ん
。
:
:
:
或
る
ひ
と
遂
に
怯
の
作
為
る
を
疑
う
。
而
れ
ど
も
、
劉
熔
の
王
劫
に
得
し
を
知
ら
ず
。
酌
と
怯
と

或
い
は
皆
王
粛
に
欺
か
れ
し
か
。

と
し
て
、
劉
怯
偽
作
説
を
否
定
し
、

王
粛
偽
作
説
を
提
唱
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
説
は
、

市
疏
に
引
か
れ
る
王
粛
の
『
孝
経
解
』

。コ
説

と
『
孔
伝
』
の
説
と
が
符
合
す
る
こ
と
、
『
孔
伝
』
を
孔
安
国
の
作
で
あ
る
と
し
た
最
も
古
い
と
さ
れ
る
文
献
で
あ
る
『
孔
子
家
語
』
が

壬
粛
の
偽
撰
で
あ
る
こ
と
、

の
二
点
を
論
拠
と
し
た
も
の
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
論
拠
を
考
え
る
に
、
孔
安
国
に
『
孝
経
』
の
伝
が
あ
っ
た
と
の
証
左
と
な
る
最
も
古
い
文
献
は
、
『
孔
子
家
語
』
の
後
序
の
、

「
孔
安
国
乃
ち
古
今
の
文
字
を
考
論
し
、
衆
師
の
義
を
撰
し
、
古
文
「
論
語
訓
」
二
十
一
篇
・

『
孝
経
伝
』
二
篇
・

『
尚
書
伝
』
五
十

八
篇
を
為
る
。
皆
壁
中
の
科
斗
本
よ
り
得
し
所
な
り
。
」
と
す
る
部
分
で
あ
る
。
し
か
し
、
盛
大
士
の
言
う
よ
う
に
、
『
孔
子
家
語
」
王

31 

粛
偽
作
説
が
提
唱
さ
れ
て
い
る
以
上
、
こ
の
記
述
が
王
粛
の
予
に
な
る
可
能
性
が
あ
る
。
即
ち
、
こ
の
記
述
を
以
て
、
直
ち
に
孔
安
国
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の
『
孔
伝
』
作
成
の
論
拠
と
す
る
に
は
問
題
が
残
る
。

た
だ
、
那
疏
引
『
孝
経
解
』
と
『
孔
伝
』
と
の
一
致
に
関
し
て
、
林
秀
一
氏
は
、
「
し
か
し
部
商
の
「
孝
経
正
義
」
に
引
用
す
る
王
粛

の
「
孝
経
解
」
十
三
条
中
、
孔
伝
と
ほ
ぼ
一
致
す
る
も
の
は
、
わ
ず
か
に
四
条
に
過
ぎ
な
い
か
ら
、
こ
れ
を
以
て
た
だ
ち
に
玉
粛
そ
の

人
の
偽
託
と
断
定
し
た
丁
曇
の
見
解
は
、
臆
断
と
考
え
ざ
る
を
得
な
い
。
」
(
「
孝
経
孔
伝
の
成
立
に
つ
い
て
」
「
孝
経
学
論
孜
」
第
六
高

等
学
校
中
国
文
化
研
究
室
油
印

一
九
四
九
年

後
に
『
孝
経
学
論
集
』
明
治
書
院

一
九
七
六
年
)
と
し
て
、
「
貌
晋
以
後
、
恐
ら
く

六
朝
の
人
が
、
孔
安
国
の
名
に
託
し
て
偽
作
し
た
も
の
」
と
結
論
づ
け
て
い
る
。

第
四
と
し
て
、
劉
怯
本
に
対
す
る
劉
姑
偽
作
説
が
あ
る
。
最
も
早
く
に
こ
の
説
に
言
及
し
た
も
の
と
し
て
は
、
『
陪
室
田
』
経
籍
志
(
以

後
、
『
陪
志
』
と
略
称
)

が
あ
る
。

惰
に
至
り
て
、
秘
書
監
王
酌
京
師
に
『
孔
伝
」
を
訪
得
し
、
送
り
て
河
聞
の
劉
舷
に
至
る
。
怯
因
り
て
其
の
得
喪
を
序
し
、
其
の

議
疏
を
述
べ
、
人
間
に
講
じ
、
漸
く
朝
廷
に
聞
こ
ゆ
。
後
、
遂
に
令
を
著
し
、
鄭
氏
と
並
び
立
て
し
む
。
儒
者
誼
誼
と
し
て
、
皆

怯
の
自
ら
之
を
作
り
、
孔
の
旧
本
に
非
ず
し
て
、
而
し
て
秘
府
又
先
に
其
の
書
無
き
を
云
う
。
(
「
陪
書
』
経
籍
一

経

孝
経
)

こ
こ
で
、
『
陪
志
』
は
、
「
儒
者
誼
誼
皆
一
五
」
と
し
て
慎
重
な
態
度
を
示
し
乍
ら
も
、
孔
安
国
に
「
孝
経
」

の
伝
が
あ
っ
た
こ
と
を
認

め
た
上
で
、
陪
代
に
出
た
『
孔
伝
』
は
劉
姑
が
偽
撰
し
た
も
の
で
あ
る
、

と
い
う
意
見
を
載
せ
る
。
な
お
、
劉
姑
に
は
『
連
山
易
』
や

『
魯
史
記
」
を
偽
撰
し
た
経
歴
が
あ
る
。
「
か
か
る
人
た
ち
の
子
か
ら
出
た
孔
伝
の
怪
し
い
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
で
あ
る
。
」
(
「
孝
経
の
研

究
」
『
武
内
義
雄
全
集
」
第
二
巻

角
川
書
庖

一
九
七
八
年
)
と
さ
れ
る
所
以
で
あ
る
。



ま
た
、

明
の
鄭
暖
『
井
観
墳
一
言
』
及
び
『
四
庫
全
書
総
目
提
要
』
(
以
下
、
『
四
庫
提
要
』
と
略
称
)
な
ど
も
同
様
の
見
解
を
採
る
。

第
五
と
し
て
、
太
宰
本
に
対
す
る
日
本
人
偽
作
説
が
あ
る
。

清
の
鄭
珍
は
、
「
弁
日
本
国
古
文
孝
経
孔
氏
伝
之
偽
」
の
中
で
、
太
宰
本
の
偽
撰
た
る
十
条
の
論
拠
を
挙
げ
、
次
の
よ
う
に
結
論
づ
け

る

『古文孝経孔氏伝』偽作説について

日
疋
書
を
作
る
者
、
彼
の
窮
島
僻
奥
の
一
空
腐
の
人
に
し
て
、
前
籍
を
見
、
『
孔
伝
』
を
称
引
す
る
を
知
る
。
中
土
に
久
し
う
其
の
書

無
し
。
漫
り
に
事
と
し
粗
く
据
い
、
自
ら
絶
学
を
調
り
、
以
て
其
の
国
の
秘
蔵
に
富
む
を
輝
か
さ
ん
と
す
る
の
み
。

太
宰
本
が
日
本
人
の
偽
撰
で
あ
る
、
と
の
見
解
で
あ
る
。
た
だ
、
鄭
珍
は
「
陪
の
劉
姑
始
め
て
『
孝
経
孔
氏
伝
』
を
偽
作
し
、
『
A
寸文

鄭
注
』
と
並
ぴ
学
官
に
列
せ
ら
る
。
」
と
も
し
て
お
り
、
劉
姑
が
一
旦
劉
怯
本
を
偽
撰
し
、
そ
れ
が
彼
土
に
て
亡
供
し
た
後
、
我
邦
に
て

太
宰
本
が
偽
撰
さ
れ
た
と
考
え
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
ま
た
、
『
四
庫
提
要
』

-
丁
曇
「
孝
経
徴
文
』
も
同
様
の
見
解
を
採
る
。

以
上

五
種
の
『
孔
伝
」
偽
作
説
を
概
述
し
た
。

「
孔
伝
」
偽
作
説
研
究
の
現
況

こ
う
い
っ
た
状
況
の
中
で
、
胡
平
生
氏
の
「
日
本
《
古
文
孝
経
》
孔
伝
的
真
偽
問
題
|
|
経
学
史
上
一
件
積
案
的
清
理
|
|
」
が
発

表
さ
れ
た
。
こ
の
論
考
は
、
林
氏
前
掲
論
文
を
ふ
ま
え
て
、
『
孔
伝
』
の
成
立
に
つ
い
て
論
じ
た
も
の
で
あ
る
。
氏
は
、
論
文
終
章
に
於

い
て

己
の
論
文
の
結
論
を
三
点
に
ま
と
め
て
い
る
。

33 

第
一
の
結
論
は
、
字
句
の
異
同
か
ら
、
太
宰
本
が
底
本
と
し
た
の
が
足
利
本
で
あ
っ
た
と
結
論
づ
け
、
足
利
本
が
陪
唐
時
代
の
俗
字
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を
使
用
し
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
、
足
利
本
系
統
の
祖
本
が
陪
唐
時
代
に
書
写
さ
れ
た
も
の
と
し
た
も
の
で
あ
る
、

と
す
る
。
ま
た
、
こ

」
か
ら
、
足
利
本
が
劉
熔
本
系
統
で
あ
る
こ
と
も
推
測
し
て
い
る
。

第
二
の
結
論
は
、
ト
ル
フ
ァ
ン
よ
り
発
掘
さ
れ
た
康
本
『
孝
経
』

の
経
の
字
句
が
、
他
系
統
の
今
文
本
よ
り
も
、
足
利
本
の
経
と
一

致
す
る
傾
向
に
あ
る
、

(5) 

ヲ

hv

。

と
し
、
康
本
の
書
写
さ
れ
た
の
が
劉
熔
よ
り
早
い
こ
と
か
ら
、
劉
熔
本
の
経
は
劉
熔
の
偽
撰
で
は
な
い
、

と
す

第
三
の
結
論
は
、
劉
怯
『
孝
経
述
議
」
が
、
『
孔
伝
』

の
記
述
に
反
す
る
こ
と
を
述
べ
て
い
る
か
ら
、
『
孔
伝
』
は
劉
姑
の
偽
撰
で
は

な
し、

と
す
る
も
の
で
あ
る
。

ま
た
、
胡
氏
は
、
王
粛
偽
作
説
に
も
反
論
を
呈
し
て
お
り
、
「
孝
経
徴
文
』
一
言
う
と
こ
ろ
の
『
玉
氏
解
』
と
『
孔
伝
』
と
の
一
致
か
ら

王
粛
を
偽
作
者
と
す
る
こ
と
に
対
し
て
は
、
「
証
拠
が
全
く
不
十
分
」
と
す
る
。
ま
た
、
『
孔
子
家
語
』

の
後
序
に
『
孔
伝
」
の
存
在
が

記
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
関
し
て
も
、
定
県
漢
簡
や
阜
陽
漢
簡
に
「
孔
子
家
語
』
と
類
似
す
る
文
章
が
見
受
け
ら
れ
る
こ
と
を
指
摘
し
て
、

「
出
土
資
料
に
『
孔
子
家
語
』
に
似
た
も
の
が
あ
る
か
ら
『
家
一
語
』
偽
作
説
は
軽
々
し
く
信
じ
る
べ
き
で
は
な
い
。
」
と
し
て
い
る
。

以
上
、
胡
氏
の
説
に
よ
る
と
、
先
に
挙
げ
た
五
つ
の
『
孔
伝
』
偽
作
説
の
内
、
三
者
が
否
定
さ
れ
る
。

つ
ま
り
、
太
宰
本
は
日
本
人

の
偽
撰
で
な
く
、
劉
熔
本
系
統
で
あ
る
。
そ
う
し
て
、
劉
姑
本
は
劉
熔
の
偽
撰
で
は
な
い
。
さ
ら
に
、
「
伝
」
は
王
粛
の
偽
撰
で
も
な
い
。

こ
う
し
て
、
太
宰
本
の
祖
本
は
、
劉
熔
以
前
か
つ
王
粛
以
外
の
撰
で
あ
る
、

と
ま
と
め
ら
れ
る
。

で
は
、
胡
氏
は
一
体
誰
が
『
孔
伝
』
を
作
っ
た
と
考
え
て
い
る
の
か
と
い
う
と
、
「
当
然
、
『
古
文
孝
経
』
孔
伝
の
文
体
・
文
気
は
、

早
く
西
漢
と
す
る
に
は
問
題
が
あ
る
。
こ
れ
は
ま
だ

一
歩
深
く
研
究
を
進
め
る
必
要
が
あ
る
。
」
と
し
て
結
論
を
留
保
し
て
お
り
、
作

者
を
特
定
し
て
い
な
い
。



『
孔
伝
』
偽
書
説
に
関
す
る
最
新
の
見
解
を
提
出
す
る
胡
氏
論
考
で
あ
る
が
、

そ
の
結
論
に
は
疑
問
も
残
る
。
第
一
の
結
論
部
に
お

い
て
、
胡
氏
は
、
太
宰
本
の
底
本
を
足
利
本
と
し
、

そ
の
根
拠
を
一
一
つ
挙
げ
る
。

一
つ
は
、
太
宰
と
同
窓
の
山
井
鼎
が
足
利
本
を
「
頗

佳
」
と
評
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
も
う
一
つ
は
、
足
利
本
を
含
む
他
の
日
本
写
本
が
聖
治
章
の
「
以
養
父
母
日
厳
」
部
の
「
日
」
字

を
「
日
」
字
に
作
っ
て
い
る
の
に
対
し
、
太
宰
本
は
「
日
」
に
作
っ
て
い
る
が
、
足
利
本
の
み
「
日
」
字
の
字
体
が
長
く
、
「
日
」
に
見

え
得
る
こ
と
で
あ
る
。

つ
ま
り
、
太
宰
は
他
の
日
本
写
本
で
は
な
く
、
足
利
本
を
底
本
と
し
た
た
め
「
日
」
字
を
「
日
」
字
と
見
て
、

『古文孝経孔氏伝J偽作説について

太
宰
本
で
「
日
」
字
に
作
っ
た
、
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
、
林
氏
は
、
「
太
宰
純
の
孝
経
孔
伝
の
校
刊
と
そ
の
影
響
」
(
『
岡

後
に
『
孝
経
学
論
集
」
明
治
書
院

山
大
学
法
文
学
部
学
術
紀
要
』
二

一
九
四
八
年

一
九
七
六
年
)
に
お
い
て

足
利
本
が
太
宰

足
利
本
が
太
宰
本
と
の
み
一
致
し
、

本
を
始
め
、
そ
の
他
す
べ
て
の
本
と
一
致
し
な
い
部
分
が
五
十
三
条
あ
り
、

そ
の
他
の
す
べ
て
の

本
と
異
な
る
部
分
が
二
条
あ
る
こ
と
を
確
認
し
た
上
で
、
太
宰
本
が
底
本
と
し
た
の
は
足
利
本
で
は
な
か
っ
た
、

と
結
論
づ
け
て
い
る
。

胡
氏
が
、
こ
の
た
だ
一
条
だ
け
の
太
宰
本
と
足
利
本
と
の
一
致
、
そ
れ
も
、
「
日
」
が
「
日
」
に
見
え
る
、
と
い
う
点
か
ら
の
み
太
宰
本

の
底
本
を
足
利
本
と
結
論
づ
け
る
こ
と
は
か
な
り
難
し
い
。
さ
ら
に
、
太
宰
本
の
底
本
を
足
利
本
で
あ
る
と
仮
定
し
た
と
し
て
も
、
俗

{
子
の
使
用
の
み
か
ら
、
足
利
本
の
祖
本
が
惰
唐
時
代
の
書
写
に
出
る
と
結
論
づ
け
る
の
は
根
拠
が
薄
弱
で
あ
ろ
う
。

第
二
の
結
論
部
で
は
、
ト
ル
フ
ァ
ン
出
土
木
が
断
片
で
あ
る
た
め
、
「
孝
経
』
本
文
全
体
の
比
較
は
行
い
得
ず
、
胡
氏
の
結
論
に
は
資

料
的
制
約
の
下
で
の
限
定
さ
れ
た
も
の
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
更
に
、
劉
舷
は
当
時
一
代
の
学
者
で
あ
り
、

よ
し
ん
ば
彼
が
偽
撰
し

た
と
し
て
も
、
諸
書
の
引
く
『
古
文
孝
経
』
を
輯
供
す
る
形
で
行
っ
た
で
あ
ろ
う
こ
と
は
疑
い
な
く
、
経
の
一
部
が
一
致
す
る
か
ら
と

い
っ
て

一
概
に
経
を
劉
怯
が
偽
撰
し
た
と
の
説
を
否
定
す
る
根
拠
と
は
な
る
ま
い
。
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第
三
の
結
論
は
説
得
力
が
あ
り
、
伝
に
つ
い
て
は
劉
熔
偽
作
説
を
否
定
す
る
大
き
な
力
と
な
る
と
思
わ
れ
る
。
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な
お
、
王
粛
偽
作
説
に
対
す
る
胡
氏
の
見
解
は
、
出
土
資
料
が
一
つ
の
大
き
な
論
拠
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
出
土
資
料
と
は
、
定
県

(
6
)
 

四
O
号
漢
墓
出
土
の
『
儒
家
者
言
』
を
指
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
何
直
剛
氏
は
、
「
《
儒
家
者
一
ず
一
口
》
略
説
」
(
『
文
物
』

一
九
八
一
年
第

八
期
)
に
お
い
て
、
『
儒
家
者
言
』
の
句
の
内
、
『
孔
子
家
語
」
と
一
致
す
る
も
の
が
十
章
、
『
説
苑
』
と
一
致
す
る
も
の
が
十
六
章
あ
る

こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。
こ
の
一
致
箇
所
を
、
定
県
漢
墓
竹
筒
整
理
組
「
《
儒
家
者
喜
一
同
》
釈
文
」
(
「
文
物
』

一
九
八
一
年
第
八
期
)
に
依

っ
て
確
認
し
て
み
る
と
、
『
孔
子
家
語
』
と
の
一
致
箇
所
は
、
会
て
『
説
苑
』
と
の
一
致
箇
所
に
内
包
さ
れ
て
い
る
。

そ
こ
で
、
こ
の
『
孔
子
家
語
』
・
『
説
苑
」
・
『
儒
家
者
言
』
の
前
後
関
係
に
つ
い
て
考
え
て
み
る
。
『
儒
家
者
言
』
は
著
者
も
成
立
時
期

も
明
ら
か
で
な
い
。
『
孔
子
家
語
』
に
は
偽
作
説
が
あ
り
、
成
立
年
代
が
確
定
さ
れ
て
い
な
い
。
ま
た
、
『
説
苑
』
は
劉
向
の
子
に
出
る

も
の
で
あ
る
が
、
そ
の
素
材
と
な
る
記
事
は
劉
向
以
前
よ
り
存
在
し
た
と
考
え
る
の
が
妥
当
で
あ
る
。
よ
っ
て
、
『
説
苑
』
の
素
材
の
成

立
時
期
も
明
ら
か
と
は
な
ら
な
い
。
以
上
よ
り
、
現
時
点
で
こ
の
三
者
の
先
後
関
係
は
比
定
し
得
な
い
。
ま
た
、
『
儒
家
者
一
士
一
口
」
に
『
孔

子
家
語
』
と
一
致
す
る
文
章
が
み
ら
れ
る
と
し
て
も
、
『
孔
子
家
語
』
よ
り
の
引
用
で
あ
る
と
明
記
し
た
も
の
で
な
い
以
上
、
王
粛
が
こ

れ
ら
『
儒
家
者
一
三
一
口
』
を
利
用
し
て
『
孔
子
家
語
』
を
偽
撰
し
た
可
能
性
も
排
除
出
来
な
い
。

つ
ま
り
、
素
材
が
出
土
し
た
か
ら
と
い
っ

て
、
『
孔
子
家
語
』
が
王
粛
以
前
か
ら
存
在
し
た
真
本
で
あ
る
と
証
明
し
た
こ
と
に
は
な
ら
な
い
と
言
え
る
。

以
上
、
本
章
で
は
胡
氏
の
新
説
を
紹
介
し
、
若
干
の
批
判
を
試
み
た
。
そ
の
結
果
、
劉
姑
偽
作
説
へ
の
批
判
は
妥
当
と
思
わ
れ
る
が
、

王
粛
・
太
宰
偽
作
説
に
関
し
て
の
胡
氏
の
見
解
に
は
疑
問
が
残
る
と
考
え
ら
れ
る
。

太
宰
本
の
出
現
期

こ
こ
で
は
、
胡
氏
と
は
別
の
角
度
か
ら
、
太
宰
本
が
日
本
人
の
偽
撰
で
あ
る
の
か
ど
う
か
、

に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
。



上
に
挙
げ
た
偽
作
説
の
内
、
林
氏
・
胡
氏
を
除
く
全
て
が
「
太
宰
本
は
日
本
人
の
偽
作
で
あ
る
」
と
の
見
解
で
あ
る
が
、
論
証
過
程

を
示
さ
ず
、

日
本
人
が
偽
撰
し
た
と
の
結
論
の
み
を
述
べ
る
に
止
ま
る
も
の
が
殆
ど
で
あ
る
。

そ
こ
で
、
管
見
の
及
ぶ
限
り
で
は
、
唯
一
実
証
過
程
を
示
し
て
い
る
鄭
珍
の
説
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

ま
ず
、
鄭
珍
は
、
劉
熔
本
は
劉
姑
の
偽
撰
、
太
宰
本
は
日
本
人
に
よ
る
偽
撰
、

と
い
う
こ
段
構
え
の
偽
作
説
を
採
る
た
め
、
十
条
の

論
証
の
内
の
八
条
が
、
結
果
的
に
太
宰
本
の
偽
撰
た
る
を
述
べ
て
い
る
に
せ
よ
、
実
際
に
は
偽
撰
者
を
特
定
す
る
役
割
は
果
た
し
て
お

『古文孝経孔氏伝J偽作説について

ら
ず
、
偽
撰
時
期
が
劉
怯
本
編
集
期
で
あ
れ
太
宰
本
編
集
期
で
あ
れ
当
て
は
ま
る
行
論
と
な
っ
て
い
る
。
そ
こ
で
、

日
本
人
偽
作
説
の

み
を
論
証
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
二
条
(
「
其
偽
こ

「
其
偽
四
」
)
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

劉
舷
既
に
孔
氏
注
本
を
撰
し
、
別
に
『
古
文
稽
疑
』

一
篇
を
作
り
、
之
を
明
ら
か
に
す
。
又
、
『
義
疏
』
三
巻
を
作
る
。
書
皆
伝
わ

ら
ざ
れ
ど
も
、
要
は
、
孔
氏
を
主
と
し
、
鄭
氏
を
駿
す
。
両
漢
以
来
、
並
ぴ
に
謂
え
ら
く
、
『
孝
経
』
は
、
孔
子
曽
子
と
孝
道
を
陳

ぶ
、
と
。
独
り
劉
姑
の
み
謂
え
ら
く
、
「
孔
子
自
ら
作
り
、
特
に
曽
子
の
言
に
仮
し
、
以
て
対
揚
の
体
を
為
す
。
並
び
に
曽
子
業
を

請
い
、
対
す
る
に
困
る
に
非
ず
。
」
と
。
是
れ
、
『
偽
孔
伝
』
を
撰
す
る
所
の
大
端
な
り
。
今
、
『
孔
序
』
乃
ち
一
玄
え
ら
く
、
「
曽
子

匹
夫
の
孝
を
印
刷
行
す
る
も
、
未
だ
天
子
諸
侯
に
達
せ
ず
。
下
の
事
を
以
て
、

因
り
て
侍
坐
諮
問
し
、
夫
子
其
の
義
を
告
ぐ
。
遂
に

之
を
集
録
し
て
、
名
づ
け
て
『
孝
経
』
と
日
う
。
」
と
。
則
ち
、
姑
が
説
と
応
ぜ
ず
。
其
の
偽
の
一
な
り
。
(
「
弁
日
本
国
古
文
孝
経

孔
氏
伝
之
偽
」
『
巣
経
巣
文
集
」
)

こ
れ
は
、
「
孔
序
』
が
『
孝
経
』
を
孔
子
と
曽
子
と
の
問
答
を
集
録
し
た
も
の
、
と
す
る
の
に
対
し
て
、
劉
姑
が
孔
子
の
著
作
と
考
え

37 

る
と
い
う
点
を
突
い
た
も
の
で
、
『
孔
序
』
の
説
が
劉
熔
の
立
場
と
異
な
る
こ
と
、
即
ち
劉
姑
で
は
な
く
日
本
人
の
偽
撰
た
る
を
証
し
た
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も
の
と
い
え
る
。

こ
こ
で
前
提
と
さ
れ
て
い
る
の
は
、
劉
姑
が
、
「
孔
氏
を
主
と
し
、
鄭
氏
を
駿
す
。
」
筈
が
、
却
っ
て
『
孔
伝
』
に
反
す
る
こ
と
を
述

べ
て
い
る
と
い
う
事
で
あ
る
。
し
か
し
、
清
の
毛
奇
齢
『
孝
経
問
」
は
、
『
正
義
』
が
引
く
劉
熔
注
を
挙
げ
、
「
且
つ
、
怯
『
孝
経
』
を

講
ず
る
に
、
孔
・
鄭
並
び
に
講
ず
と
雄
も
、
翻
っ
て
孔
を
道
ば
ず
し
て
鄭
を
遵
ぴ
、
今
文
を
講
じ
て
古
文
を
講
ぜ
ず
。
」
と
し
て
い
る
。

こ
こ
か
ら
、
劉
姑
が
今
文
だ
け
を
講
じ
て
い
た
か
は
と
も
か
く
、
古
文
の
み
を
尊
重
し
て
そ
の
説
に
従
っ
た
の
で
は
な
い
こ
と
が
推
察

さ
れ
る
。

ま
た
、
林
氏
が
『
孝
経
述
議
』
を
復
原
し
て
よ
り
、
劉
姑
の
「
述
議
』
が
必
ず
し
も
『
孔
伝
』
の
説
に
忠
実
に
祖
述
し
た
も
の
で
は

(7) 

な
く
、
時
に
『
孔
伝
』
に
反
す
る
説
を
主
張
し
て
い
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。
よ
っ
て
、
劉
熔
の
説
と
『
孔
伝
』
の
説
と
が
食
い

違
う
こ
と
は
、
『
孔
伝
』
が
劉
熔
の
偽
撰
で
な
い
こ
と
の
み
は
証
明
し
得
る
が
、
「
孔
伝
』
が
劉
熔
の
後
(
太
宰
本
編
集
期
)
に
偽
撰
さ

れ
た
こ
と
の
証
明
と
は
な
っ
て
い
な
い
。

ま
た
、
鄭
珍
は
、
「
其
偽
四
」
で
以
下
の
様
に
述
べ
る
。

鄭
氏
「
孝
始
於
事
親
」
三
句
に
注
し
て
云
え
ら
く
、
「
父
母
之
を
生
む
。
是
れ
親
に
事
う
る
を
始
と
為
す
。
四
十
強
に
し
て
而
し
て

仕
う
。
是
れ
、
君
に
事
う
る
を
中
と
為
す
。
七
十
に
し
て
致
仕
す
と
は
、
是
れ
、
身
を
立
つ
を
終
と
為
す
。
」
と
。
劉
熔
駁
す
る
の

文
、
具
に
『
邪
疏
』
に
載
す
。
是
れ
、
必
ず
『
偽
孔
伝
』
鄭
と
義
を
異
に
せ
ん
。
乃
ち
持
し
て
以
て
鄭
氏
を
難
ぜ
ん
。
今
、
『
伝
』

の
此
の
三
句
を
解
す
る
は
、
正
に
鄭
が
義
と
同
じ
。
其
の
偽
四
な
り
。
(
「
弁
日
本
国
古
文
孝
経
孔
氏
伝
之
偽
」
『
巣
経
巣
文
集
』
)

こ
こ
で
は
、
『
邪
疏
』
に
引
用
さ
れ
る
劉
怯
『
孝
経
述
議
』
が
、
『
孝
経
鄭
氏
注
』
に
対
し
て
反
駁
し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
太



宰
本
『
孔
伝
』
が
『
孝
経
鄭
氏
注
』
と
同
様
の
解
を
為
し
て
い
た
こ
と
を
指
摘
す
る
。

つ
ま
り
、
前
の
例
と
同
様
に
、
劉
姑
の
説
と
食

い
違
い
が
あ
る
か
ら
、
太
宰
本
は
劉
怯
の
偽
撰
で
は
な
く
日
本
人
の
偽
撰
で
あ
る
、

と
い
う
論
理
と
な
る
。

し
か
し
、
『
孝
経
述
議
』
に
は
、
『
邪
疏
』
の
引
用
し
た
句
の
前
に
、
「
此
の
始
・
中
・
終
の
義
、
徒
に
孔
此
の
説
を
為
す
に
非
ず
。
先

儒
尽
く
然
り
。
其
の
一
三
一
円
経
旨
に
非
ざ
る
な
り
。
」
と
あ
り
、
『
孔
伝
』
に
こ
の
「
始
・
中
・
終
の
義
」
と
の
説
が
あ
っ
た
こ
と
を
明
記

し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
こ
の
部
分
は
「
孝
経
鄭
氏
注
』
で
は
な
く
、
先
儒
の
説
に
従
う
『
孔
伝
』
に
対
す
る
反
論
と
な
っ
て
い
る
。

つ

『古文孝経孔氏伝J偽作説について

ま
り
、
劉
姑
は
『
孝
経
鄭
氏
注
』
の
説
が
『
孔
伝
』
の
説
と
異
な
っ
て
い
る
か
ら
こ
の
様
な
説
を
立
て
た
訳
で
は
な
く
、
「
孔
伝
」
の
説

に
反
論
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
前
述
の
通
り
、
『
孝
経
述
議
』
に
は
「
孔
伝
』
に
反
論
す
る
箇
所
が
あ
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
て
お
り
、
当

条
で
『
孔
伝
』
に
対
し
て
反
論
し
て
い
る
以
上
、
こ
れ
も
劉
姑
以
後
の
偽
撰
た
る
こ
と
を
証
明
し
て
い
る
こ
と
に
は
な
ら
な
い
。

以
上
よ
り
、
太
宰
本
が
太
宰
の
偽
撰
と
は
断
定
出
来
な
い
と
い
、
え
る
。
ま
た
、
清
朝
の
研
究
者
は
、

日
本
に
「
相
当
数
の
古
写
本
が

残
っ
て
い
る
」
(
武
内
氏
前
掲
論
文
)
こ
と
を
知
ら
ず
に
立
論
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
た
め
、
太
宰
本
が
突
如
出
現
し
た
も
の
と
考
え
、

多
分
に
主
観
を
交
え
た
日
本
人
偽
作
説
に
傾
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
こ
ま
で
で
、
劉
怯
偽
作
説
・
太
宰
偽
作
説
の
双
方
が
否
定
さ
れ
た
。
そ
こ
で
、
劉
怯
本
の
祖
本
の
出
現
期
が
問
題
と
な
る
が
、
予
」

れ
は
、
偽
古
文
『
尚
書
』
の
『
偽
孔
伝
』
と
の
関
連
か
ら
、
あ
る
程
度
の
推
測
が
可
能
で
あ
る
。
『
孝
経
』
天
子
章
第
二
に
お
い
て
、
「
『
呂

刑
」
云

一
人
有
慶
、
兆
民
頼
之
。
」
と
の
「
尚
書
』
引
用
部
に
対
す
る
『
孔
伝
』
が
、
「
言
、

天
子
有
益
口
徳
、
兆
民
頼
其
福
。
」
と
す
る

の
に
対
し
て
、
偽
古
文
『
尚
書
』
の
『
偽
孔
伝
』
は
「
天
子
有
善
、
則
兆
民
頼
之
。
」
と
す
る
。
こ
の
点
、
加
賀
栄
治
氏
が
、
「
こ
の
孝

経
孔
伝
は
、

明
ら
か
に
尚
書
孔
伝
に
も
と
づ
い
て
、

貌
晋
篇
』
勤
草
書
房

し
か
も
一
々
疏
解
し
て
い
る
:
・
・
:
」
(
『
中
国
古
典
解
釈
史
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一
九
六
四
年
)
と
指
摘
す
る
よ
う
に
、

明
ら
か
な
関
連
が
見
ら
れ
る
。
た
だ
、
加
賀
氏
は
言
及
し
て
い
な
い
が
、
偽
古
文
『
尚
書
」
が
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梅
蹟
の
偽
撰
た
る
こ
と
は
学
界
の
定
説
で
あ
る
か
ら
、
こ
こ
で
偽
古
文
『
尚
書
』
の
『
孔
伝
」
と
『
古
文
孝
経
」

の
『
孔
伝
』
と
の
前

後
関
係
が
問
題
と
な
る
。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
、
武
内
氏
は
、

日
本
に
現
存
す
る
最
古
の
『
孝
経
』
で
あ
る
三
千
院
本
の
『
孝
経
』
に

隷
古
定
の
文
字
が
残
っ
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
、
「
し
か
し
そ
の
こ
と
は
、
そ
れ
が
前
漢
に
壁
中
か
ら
掘
り
出
さ
れ
た
古
文
孝
経
で
あ
る

こ
と
を
証
明
す
る
も
の
で
な
く
、

む
し
ろ
古
文
尚
書
に
真
似
て
作
ら
れ
た
こ
と
を
証
す
る
も
の
で
、
古
文
尚
書
が
す
で
に
貌
・
晋
の
偽

作
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
こ
れ
に
よ
っ
て
古
文
孝
経
も
ま
た
そ
れ
以
後
の
偽
作
な
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
と
見
る
べ
き
で
あ
る
。
」
(
武
内

氏
前
掲
論
文
)
と
し
て
い
る
。

こ
れ
ら
よ
り
考
え
る
に
、
劉
怯
本
『
孔
伝
』
の
祖
本
の
出
現
時
期
は
、
偽
古
文
『
尚
書
』
の
「
偽
孔
伝
』
が
出
現
し
た
東
晋
の
元
帝

期
以
後
、

か
つ
、

『
孔
伝
』
が
学
官
に
立
て
ら
れ
た
梁
以
前
と
い
う
可
能
性
が
高
い
と
思
わ
れ
る
。

結

我
邦
に
残
る
『
孔
伝
』
古
抄
本
は
相
当
数
に
登
り
、
太
宰
本
は
そ
れ
ら
を
参
照
し
、
ま
と
め
ら
れ
た
も
の
で
、
太
宰
の
偽
撰
で
は
な

ぃ
。
我
邦
に
残
る
古
抄
本
が
全
て
太
宰
以
前
の
偽
撰
で
あ
る
可
能
性
は
極
め
て
低
い
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
林
氏
・
胡
氏
に
よ
り
劉

姑
偽
作
説
も
退
け
ら
れ
た
。
そ
の
上
で
、
偽
古
文
『
尚
書
』
の
『
偽
孔
伝
』
と
の
関
係
か
ら
、
『
孔
伝
』
の
出
現
期
は
一
応
束
晋
の
元
帝

期
以
後
・
梁
以
前
の
六
朝
期
と
考
え
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

今
後
は
上
記
の
結
論
の
も
と
、
従
来
あ
ま
り
省
み
ら
れ
な
か
っ
た
『
孔
伝
』
の
思
想
内
容
に
関
す
る
考
察
を
進
め
た
い
。
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刈王

(
1
)

以
上
の
記
述
は
、
『
惰
童
日
』
経
籍
志
・
『
経
典
釈
文
』
序
緑
・
「
四
庫
全
書
総
目
提
要
』
経
部
孝
経
類
等
の
記
述
を
参
考
に
し
た
。

(
2
)

『
孔
伝
』
の
成
立
に
関
す
る
専
論
と
し
て
は
、
丁
曇
「
日
本
古
文
孝
経
孔
伝
弁
偽
」
(
『
皇
清
経
解
続
編
』
所
収
)
・
鄭
珍
「
弁
日
本
国

古
文
孝
経
孔
氏
伝
之
偽
」
(
『
巣
経
巣
文
集
』
所
収
)
・
林
秀
一
「
孝
経
孔
伝
の
成
立
に
つ
い
て
」
(
『
孝
経
学
論
孜
』
第
六
高
等
学
校
中
国

文
化
研
究
室
油
印
一
九
四
九
年
後
に
『
孝
経
学
論
集
』
明
治
書
院
一
九
七
六
年
)
・
胡
平
生
「
日
本
《
古
文
孝
経
》
孔
伝
的
真
偽

問
題

i
|
経
学
史
上
一
件
積
案
的
清
理
|
|
」
(
『
文
史
』
二
十
三
一
九
八
七
年
)
等
が
あ
る
。

(
3
)

林
氏
前
掲
論
文
・
楊
家
路
氏
「
清
代
孝
経
学
考
(
上
)
」
(
『
学
粋
」
三
!
一
一
九
六
O
年
)
参
照
。

(4)

「
漢
書
芸
文
志
弁
偽
」
第
三
下
(
『
新
学
偽
経
考
』
)
に
も
同
様
の
論
が
あ
る
。

(
5
)

胡
氏
は
、
康
本
巻
末
に
「
和
平
二
年
康
豊
田
写
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
「
和
平
」
を
麹
氏
高
昌
の
年
号
と
し
て
、
西
暦
五
五
二
年
と
比

定
し
て
い
る
。

(
6
)

一
九
七
三
年
に
定
県
八
角
廊
四
O
号
西
漢
晩
期
墓
(
前
漢
中
山
王
懐
王
劉
惰
墓
)
よ
り
出
土
し
た
典
籍
の
一
つ
。
懐
王
は
紀
元
前
五

五
年
に
死
亡
し
て
い
る
た
め
、
副
葬
品
は
そ
れ
以
前
の
抄
本
と
な
る
。
な
お
、
『
儒
家
者
一
言
』
と
の
名
称
は
、
定
県
漢
墓
竹
筒
整
理
組
が

名
付
け
た
も
の
で
あ
る
。

(
7
)

林
氏
前
掲
論
文
に
詳
し
い
。

(
大
学
院
後
期
課
程
学
生
)
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